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巻 頭 言

科学に介入する「常識」

鹿児島大学 内 山 博 之

魂などという言葉を持ち出すと，まるで最近テレビなどによく出ている怪しげな「スピリチュアル・
カウンセラー」のようであるが，神経解剖学の一流誌である Journal of Comparative Neurology に
“Anatomy of Soul As Reflected in the Cerebral Hemispheres” という soulという言葉をタイトルに
使った論文が 2005年に出ている．著者は著名な Larry Swansonであり，内容は意志的な行動における
大脳の機能的役割に関する彼の仮説に基づく堅実な考察なのであるが，soulがタイトルに用いられてい
る事実に驚いた．そして，30年前の学部生時代に John Ecclesの「脳—その構造と働き—」という教科

書を読んでいて，その最後の「脳，言語および意識」という章の内容に面食らったことを思い出した．そ
れまでの章での実証的な神経科学の内容から，突如として「世界 1，2，3」とか「心」とか「自由意志」
とかの言葉が飛び交い，当時は非常に怪しげな内容に思え，表面的に通読はしたもののその章だけは理

解しようと努力しなかったし，理解できなかった．30年前と現在とでは，神経科学自体も取り巻く環境
も大きく変化して，魂という言葉も学術論文のタイトルに使えるようになってきたわけだ．しかし，意
識 consciousness，自覚 awareness，mind，soulなどと呼んでいるものを研究対象として考えた場合，依
然として筆者自身や当学会の会員諸兄のような脳機能を分析的に切り分けて回路レベルで理解しようと

する研究者としては，運動制御や感覚認知といったものからの非常に大きな質的飛躍に当惑する．
人は皆脳の活動に伴って魂の存在を主観的に体験しているわけだが，現代においても少なからぬ人々
が肉体の死滅後も魂が存在し続けると信じている．魂の不滅，つまり脳の活動とは無関係に魂が存在す
ることを信じている人でも，脊髄の運動ニューロンが骨格筋を制御したり，網膜で受容された視覚情報が

視神経を通って脳に伝えられる，といったことに疑問を抱く人はそう多くはないだろう．科学者が一般
市民に対して魂に関して提示できる実験的根拠は，運動や感覚の場合に比べるとあまりにも少なくあい
まいである．このような科学的根拠が手薄な領域では，人々は既成宗教，新興宗教，オカルティズム，さ
らには科学的な検証を受けていない先入観や「常識」から直接間接に様々な形の影響を強く受けることに

なる．特に魂の問題であれば，なおさらのことである．Francis Crickが The Astonishing Hypothesis:
The Scientific Search for the Soul（邦題は「DNAに魂はあるか」というとんでもないものになってい
る）という啓蒙書を著して，「魂が，無数のニューロンの集まりと，それに関連する分子の働き以上の何
ものでもない」ことをわざわざ主張したのも，彼がこうした現状に危機意識を持ったからだろう．（我が

国でも件の「スピリチュアル・カウンセラー」の番組が高視聴率の人気番組であるという現状では，同
様の啓蒙活動が必要なようだ．）このような様々な「常識」の影響は，多くの研究者にも（おそらく筆者
自身にも）及んでいるように思える．それは地動説や進化論のように科学と宗教あるいは「常識」の対
立が顕在化しているような場合は，研究遂行の障害になりこそすれ科学そのものへの影響は比較的小さ

いと思われる．しかし，無自覚に影響されている場合は厄介である．
この文脈で筆者がその影響力を懸念しているのが，Paul MacLeanの三位一体脳（triune brain）モデ
ルである．MacLeanは辺縁系の機能系としての概念を提唱したことで神経科学への貢献は大きいが，三
位一体脳モデルの悪影響も無視できない．このモデルは，ヒトの脳の構造を，反射脳，情動脳，理性脳の
3つの階層モデルで理解しようというものである．進化的に反射脳，情動脳，理性脳の順に出現し，反射
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脳は爬虫類脳，情動脳は下等哺乳類脳，理性脳は高等哺乳類脳に対応するとしている．具体的には，理性
脳は大脳新皮質，情動脳は辺縁系，反射脳は大脳基底核に相当する．「三位一体」という用語や「本能の

ままに生きている動物」と「情動を克服できる理性を獲得したヒト」といった対立図式から，筆者は以前
からキリスト教的な倫理観，世界観を強く感じていたのだが，本稿を書くに当たってMacLeanの生い立
ちを調べたところ，プロテスタントの一派である長老派教会の牧師を父に持っていたことが分かって意
を強くした．（時実利彦も同様の階層モデルを用いているが，時実の場合，新皮質を知情意の座としてい

るのが理性脳と対比させると日本的で面白い．）この三位一体脳モデルの影響は大きく，最近でも様々な
著作に引用されている．筆者が発見した例では，1994年に出版された Antonio Damasioの Descartes’
Errorでも「古い脳，新しい脳」という節で，三位一体脳モデル的な内容が記されている．また 1996年
に出版された岩波新書の「脳を育てる」でも，引用元が明記されていないもののMacLeanの著作にあ
る三位一体脳モデルの図がそのまま掲載され，文中に「爬虫類などの原始的な脳に，古い脳がくわわり，
さらに新しい脳がつけくわわって高等な哺乳類の脳がつくられていく」と記されている．
システム的に考えて，現状でとりあえずうまく機能しているシステム（爬虫類の脳）の上位に，それを
破綻なく統御する新システムを加えるというような大規模の改変が旧システム側から内発的に始まりう

るのかと冷静に考えると，この三位一体脳モデルがナンセンスなモデルであることに気づくはずである．
三位一体脳モデルの進化観を受け入れるためには，地上を支配していた爬虫類の脳が未熟で不完全で大
規模な改変を必要とするシステムであったと考えるか，最近キリスト教系の学者の主張する，生命や宇
宙には知的設計者（「神」の言い換えに過ぎない）がいるとする intelligent design的な考えを受け入れ
なければならない．MacLeanの脳の進化観は，20世紀前半までの古い比較神経学の知見が土台になっ
ている．古い比較神経学では，哺乳類以外の脊椎動物の大脳には哺乳類の大脳皮質に相当するものはな
く，ほとんど全て大脳基底核で構成されており，また哺乳類の大脳皮質も，「下等」哺乳類では「古い」

皮質が大部分を占め，「高等」哺乳類では「新しい」皮質が大部分を占めるようになる，としていた．し
かし，これらは現在実験的方法を駆使した新しい比較神経学の知見によっていずれも覆されている．哺
乳類以外の脊椎動物も哺乳類の「新皮質」に相同の部分を持ち，また「新皮質」と「旧皮質，古皮質」の
進化的な新旧観も誤りであることが分かっている．（Swansonらは「新皮質」「旧皮質，古皮質」という
用語の代わりに，適切でない進化的新旧観を排除した用語「等皮質」「不等皮質」を使うように主張して
いる．）このように，三位一体脳モデルの進化的根拠が失われてしまっている．さらに，情動脳（＝辺縁
系）に属するとされてきた部分，例えば海馬や帯状回の高次の機能と理性脳である「新皮質」の中でも
特に高次とされる領野との密接な関係性が明らかになるにつれ，理性脳が情動脳の上位にあるとする三

位一体脳モデルの妥当性は揺らいでいる．しかしながら，前述したように三位一体脳モデル的な「常識」
は現在でも一般市民はもとより一部の研究者にも受け入れられており，このような「常識」は再生産さ
れ，おそらく今後も多くの人々の人間観に影響を与え続けるのだろう．人々が自身の持っている「常識」
に沿った「事実」を受け入れたがる傾向を考えると，科学者としては，予断を廃して根気強く実験事実

を積み上げて世間の「常識」の変化を待つしかないのかも知れない．
コウモリからクジラに至る多種多様な哺乳類は，それまで地球を支配していた恐竜などの爬虫類が小惑
星の衝突による気候の大変動によって死滅した後に，絶滅した動物が占めていたニッチを継ぐ形で進化
的時間としては非常に短期間に適応放散したと考えられている．つまり，その小惑星の衝突というたっ

た一回の非常に偶然の出来事によって，ヒトや多くの哺乳類は地上に現れたことになる．もしヒトや「高
等」哺乳類のみが魂，あるいは知性を持っているとしたら，その小惑星の衝突という偶発によって地上
に魂や知性が生み出されたことになる．筆者には魂や知性がそのような偶然の産物であるとは到底思え
ないのであるが，このような考えも筆者自身の「常識」に束縛されたものなのかもしれない．
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